
済
効
果
と
言
え
ば
、観
光
消
費
の
経
済
効

果
を
指
す
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
た
。
経
済

効
果
と
い
う
指
標
へ
の
ニ
ー
ズ
が
時
代
と

と
も
に
変
化
し
て
い
く
と
い
う
一
例
で
あ
る
。

推
計
で
重
視
さ
れ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
変

化
し
て
き
た
。
高
速
交
通
体
系
の
整
備
が

進
ん
だ
１
９
７
０
年
代
に
は
、
従
来
の
地

域
住
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
枠

を
超
え
て
、
県
外
客
の
誘
致
が
意
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
２
０
０
０
年
代
に
入

っ
て
か
ら
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
経
済

効
果
に
注
目
が
集
ま
っ
て
き
て
い
る
。

調
査
方
法
も
ま
た
進
化
し
て
い
る
。
観

光
統
計
の
整
備
、
国
際
基
準
Ｔ
Ｓ
Ａ

（Tourism
 Satellite A

ccount

）
の
登
場
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
の
利
用
、ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
活
用
の
模
索
な
ど
、
統
計
制
度
や
調

査
技
術
を
め
ぐ
る
環
境
も
変
化
し
て
い
く
。

本
稿
で
は
、
観
光
の
経
済
効
果
と
い
う

古
く
て
新
し
い
指
針
に
つ
い
て
、
そ
の
概

念
と
捉
え
方
を
紹
介
し
た
上
で
、
経
済
効

果
の
調
査
・
研
究
の
変
遷
と
こ
れ
か
ら
を

考
察
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

2
経
済
効
果
調
査
と
は
何
か  

～
経
済
効
果
の
範
囲
、

手
法
、ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

経
済
効
果
研
究
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
、

観
光
の
経
済
効
果
が
対
象
と
し
て
含
み
得

る
範
囲
と
、調
査
目
的
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
、
簡
単
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

●
観
光
消
費
と
観
光
投
資

観
光
の
経
済
効
果
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る

支
出
を
、
国
民
所
得
統
計
の
需
要
項
目

別
に
整
理
す
る
と
、
①
観
光
消
費
、
②

観
光
投
資
（
政
府
／
民
間
）
に
大
別
で
き

る
。
な
お
、
域
外
客
の
消
費
は
移
出
と
し

て
、
外
国
人
客
の
消
費
は
輸
出
と
し
て
捉

え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
分
析
上
は
域
内

住
民
の
観
光
消
費
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
の

で
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
分
別
し
な
い
。
ま

た
、
行
政
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
案

内
所
の
運
営
な
ど
は
、
政
府
消
費
支
出

と
し
て
経
済
効
果
の
項
目
に
含
む
考
え
方

も
あ
る
。

次
に
、
支
出
す
る
主
体
と
い
う
観
点
で

分
け
る
と
、
①
の
観
光
消
費
は
、
域
内
客
、

域
外
客
（
日
本
人
）、
域
外
客
（
外
国
人
）

に
大
別
さ
れ
る
。

②
の
観
光
投
資
は
、
政
府
の
も
の
と

民
間
の
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。
前
者
に

は
、
空
港
や
鉄
道
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ

や
、
道
の
駅
や
社
会
教
育
施
設
な
ど
公
共

が
行
う
観
光
関
連
施
設
の
整
備
が
含
ま

れ
る
。
後
者
に
は
、
新
規
の
施
設
だ
け
で

な
く
、
増
改
築
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
国
民
所
得
統
計
の
枠
外
の

経
済
効
果
も
あ
る
。
例
え
ば
、
地
価
な
ど

1
経
済
効
果
調
査
は

変
化
す
る

私
が
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社（
現
公

益
財
団
法
人
）に
入
団
し
た
１
９
８
９
年

（
平
成
元
年
）
と
い
う
の
は
い
わ
ゆ
る
バ

ブ
ル
経
済
の
時
期
で
、
旅
行
需
要
は
伸
び
、

国
も
地
方
も
潤
沢
な
予
算
を
持
っ
て
い
た
。

観
光
消
費
の
経
済
効
果
よ
り
も
、
む
し
ろ

観
光
投
資
の
経
済
効
果
や
新
規
施
設
の

需
要
予
測
に
関
心
が
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、数
年
で
バ
ブ
ル
は
は
じ
け
て

旅
行
市
場
は
停
滞
期
に
入
り
、１
９
９
０

年
代
の
終
わ
り
頃
に
な
る
と
地
方
自
治

体
の
観
光
費
に
占
め
る
投
資
的
経
費
は

勢
い
を
失
っ
て
し
ま
う
。結
果
と
し
て
、経

塩
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10

の
資
産
価
格
の
上
昇
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
価

値
の
上
昇
、
地
場
産
業
や
伝
統
産
業
の
保

全
・
育
成
、
定
住
人
口
の
増
加
と
い
っ
た
、

ス
ト
ッ
ク
に
関
す
る
評
価
で
あ
る
。
し
か

し
、
観
光
以
外
の
要
因
を
分
離
す
る
こ
と

が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
う
し
た
効
果

を
測
定
し
た
例
は
少
な
い
。

●
観
光
消
費
の
経
済
効
果
の
構
造

観
光
消
費
が
も
た
ら
す
地
域
へ
の
経
済

効
果
を
ご
く
簡
単
に
図
式
化
す
れ
ば
、

①
観
光
客
数
、
②
観
光
消
費
単
価
、

③
域
内
調
達
率（
ま
た
は
域
内
付
加
価
値

率
）の
相
乗
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
①
×
②
は
地
域
で
使
わ
れ
る
観

光
消
費
額
（
＝
観
光
産
業
の
売
上
高
）
に

相
当
す
る
。
新
聞
記
事
な
ど
で
は
、
波
及

効
果
ま
で
含
め
ず
に
、
観
光
消
費
額
の
こ

と
を
指
し
て
「
経
済
効
果
」
と
表
現
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

観
光
消
費
額
が
高
く
て
も
、③
の
域
内

調
達
率
が
低
け
れ
ば
経
済
波
及
効
果
は

必
ず
し
も
高
く
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
飲

食
店
の
お
米
や
野
菜
に
域
外
産
の
も
の
を

使
っ
た
と
す
る
。
そ
の
場
合
、
原
材
料
購

入
を
通
じ
て
地
域
内
に
発
生
す
る
波
及

効
果
は
、
商
業
マ
ー
ジ
ン
と
輸
送
サ
ー
ビ

ス
の
一
部
に
と
ど
ま
る
。こ
の
こ
と
は
、原

材
料
だ
け
で
な
く
、
広
告
や
金
融
な
ど
の

営
業
費
用
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
雇
用

者
な
ど
へ
の
給
与
の
支
払
い
に
つ
い
て
も
、

雇
用
し
た
人
が
専
ら
域
外
で
買
物
を
す
る

人
（
域
外
住
民
な
ど
）
で
あ
れ
ば
、
雇
用

者
所
得
効
果（
家
計
を
迂う

回か
い

し
て
発
生
す

る
効
果
）
が
域
外
に
漏
れ
出
て
し
ま
う
。

●
経
済
効
果
を
高
め
る
と
い
う
こ
と

①
②
③
全
て
が
高
い
と
い
う
地
域
は
少

な
い
だ
ろ
う
。
地
域
ご
と
の
制
約
の
中
で

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
経
済
効
果
の
高
め
方
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
経
済
効
果
を

高
め
る
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
り
、

そ
れ
は
地
域
の
観
光
資
源
や
産
業
構
造
の

実
態
に
合
わ
せ
て
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で

考
え
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

例
と
し
て
、
台
東
区
（
浅
草
、
上
野
公

園
な
ど
）
の
例
を
考
え
て
み
る
と
、
農
林

水
産
業
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
の
で
③

を
高
水
準
に
す
る
の
は
も
と
も
と
難
し
い
。

し
か
し
、
仲
見
世
や
行
祭
事
の
魅
力
に

よ
っ
て
①
の
集
客
力
を
高
め
つ
つ
、
付
加

価
値
の
向
上
に
よ
っ
て
②
消
費
単
価
を
高

め
る
こ
と
で
、
③
の
原
材
料
調
達
率
の
低

さ
を
補
う
と
い
う
形
で
総
合
的
な
効
果

を
押
し
上
げ
て
い
る
。

こ
こ
で
付
加
価
値
率
を
高
め
て
い
る
施

策
に
つ
い
て
少
し
補
足
す
る
と
、
台
東
区

の
土
産
品
に
は
、
例
え
ば
、
仲
見
世
で
多

く
見
受
け
ら
れ
る
「
〇
〇
焼
」
と
い
っ
た

お
菓
子
を
実
演
製
造
販
売
し
て
食
べ
て
も

ら
う
方
式
、
い
わ
ゆ
る
「
製
造
卸
小
売
」

と
い
う
業
態
は
比
較
的
付
加
価
値
率
が

高
い
。
ま
た
、
外
国
人
に
人
気
の
あ
る
伝

統
工
芸
品
や
和
風
小
物
な
ど
も
、
一
般
に

素
材
よ
り
も
加
工
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
付

加
価
値
部
分
が
大
き
い
商
品
で
あ
る
。
飲

食
費
も
重
要
な
消
費
費
目
だ
が
、
浅
草

寺
周
辺
の
老
舗
の
飲
食
店
は
、
長
年
培
っ

た
伝
統
の
調
理
法
や
店
構
え
・
サ
ー
ビ
ス

に
よ
っ
て
付
加
価
値
が
高
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
体
験
サ
ー
ビ
ス
へ
の
消
費
（
和

服
の
レ
ン
タ
ル
や
着
付
け
、人
力
車
な
ど
）

も
人
的
サ
ー
ビ
ス
が
中
心
で
付
加
価
値
率

が
高
い
。

な
お
、
域
内
調
達
率
に
つ
い
て
も
、
小

麦
な
ど
の
一
次
産
品
は
生
産
で
き
な
く
て

も
、
製
麺
業
な
ど
の
食
品
加
工
業
者
が
台

東
区
に
は
あ
る
の
で
、
ラ
ー
メ
ン
店
の
域

内
調
達
率
を
そ
の
分
上
げ
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。
大
阪
に
お
け
る
粉
物
（
お
好
み

焼
き
な
ど
）
も
同
様
で
あ
る
。

原
材
料
だ
け
で
な
く
、
営
業
費
用
に

つ
い
て
も
域
内
調
達
率
を
向
上
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
以
下
は
台
東
区
の
例
で

は
な
い
が
、近
年
ブ
ー
ム
と
な
っ
た「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
」
や
「
戦
国
武
将
隊
」
の
よ
う
な

地
元
発
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
す
れ
ば
、

広
告
費
を
あ
る
程
度
地
域
内
に
と
ど
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
ホ
テ
ル
の

営
業
費
で
も
、旅
行
会
社
や
宿
泊
予
約
サ

イ
ト
を
利
用
せ
ず
に
直
接
予
約
す
る
宿
泊

客
を
増
や
せ
れ
ば
、
手
数
料
部
分
は
域
外

に
漏
出
し
な
い
。

金
融
や
不
動
産
の
サ
ー
ビ
ス
も
そ
う
で

あ
り
、
要
す
る
に
域
内
調
達
率
を
高
め

る
に
は
、
波
及
効
果
の
受
け
皿
と
な
る
産

業
の
足
腰
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
観
光
振
興
に
は
、

そ
の
地
域
の
産
業
構
造
や
競
争
力
を
一
緒

に
高
め
て
い
く
と
い
う
発
想
が
大
切
で
あ

り
、
経
済
効
果
調
査
は
、
誘
客
、
付
加
価

値
向
上
、
地
産
地
消
と
い
っ
た
施
策
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
青
写
真
を
示

す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

●
経
済
効
果
調
査
推
計
と
利
用
デ
ー
タ

観
光
消
費
の
経
済
効
果
の
推
計
に
は
、

前
記
の
①
観
光
客
数
、
②
観
光
消
費
単
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価
、
③
域
内
調
達
率
に
対
応
す
る
統
計

デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
り
、
そ
う
し
た
デ
ー

タ
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
調

査
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

①
の
観
光
客
数
に
つ
い
て
は
、
私
が
入

団
し
た
１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）
当
時

に
は
、
観
光
庁
の
「
宿
泊
旅
行
統
計
」
も

「
全
国
観
光
統
計
基
準
」
も
な
く
、
地
域

ご
と
の
統
計
の
単
位
も
調
査
手
法
も
ま
ち

ま
ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
に
比
べ
る
と
随

分
と
統
計
の
整
備
が
進
ん
だ
が
、
し
か
し

今
で
も
地
域
の
観
光
統
計
を
そ
の
ま
ま
鵜う

呑の

み
に
し
て
使
う
の
は
危
険
で
あ
る
。　

メ
タ
デ
ー
タ
（m

etadata

）
と
言
わ
れ

る
が
、「
そ
の
デ
ー
タ
は
ど
ん
な
デ
ー
タ

な
の
か
」
を
記
述
す
る
情
報
を
吟
味
し
た

上
で
推
計
に
用
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

特
に
日
帰
り
客
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

観
光
客
の
範
囲
や
イ
ベ
ン
ト
の
人
出
な
ど

の
信
頼
性
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
実
態

と
し
て
は
か
な
り
の
地
域
で
、
観
光
客
数

の
デ
ー
タ
を
代
替
ま
た
は
補
完
す
る
た
め

の
追
加
調
査
が
必
要
と
な
る
。

②
の
消
費
単
価
に
つ
い
て
は
、
統
計
調

査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
ま

た
行
わ
れ
て
い
て
も
細
か
な
消
費
費
目
ま

で
は
聞
い
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
し

た
が
っ
て
、
多
く
の
場
合
、
経
済
効
果
調

査
の
枠
組
み
の
中
で
、
追
加
的
な
消
費
額

に
関
す
る
観
光
客
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
る
（
①
の
観
光
客
数
推
計
に
関
す

る
設
問
を
包
含
し
た
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
が
多
い
）。

最
終
的
な
経
済
効
果
の
推
計
は
、
そ
の

地
域
に
お
け
る
産
業
連
関
表
の
有
無
に
よ

っ
て
、
産
業
連
関
表
に
よ
る
計
算
を
行
う

か
、
乗
数
理
論
に
よ
る
計
算
を
行
う
か
が

異
な
っ
て
く
る
。
後
者
を
用
い
た
推
計
で

は
、
観
光
産
業
の
付
加
価
値
率
と
域
内

調
達
率
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
必
要
と
な
る

た
め
、
事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
経
済
効
果
調
査
は
複
数

の
調
査
で
構
成
さ
れ
る
総
合
的
な
調
査
と

な
っ
て
い
る
。

●
経
済
効
果
調
査
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

経
済
効
果
調
査
は
、
観
光
統
計
の
体

系
に
お
い
て
王
様
的
な
位
置
づ
け
に
あ
る

と
い
っ
て
よ
い
。
あ
る
程
度
コ
ス
ト
も
か

か
る
が
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
を
提
示
し
て
く
れ
る
調
査
で
も
あ
る
。

経
済
効
果
調
査
が
も
た
ら
す
情
報
を
分

類
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

①
観
光
産
業
の
規
模
の
把
握
と
重
要
性

の
可
視
化

経
済
統
計
に
は
「
観
光
産
業
」
と
い

う
区
分
は
な
く
、
運
輸
業
や
サ
ー
ビ
ス
業

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
に
広
く
薄
く

分
散
し
て
い
る
。
経
済
波
及
効
果
調
査
と

は
、
こ
の
よ
う
な
目
に
見
え
な
い
産
業
の

貢
献
度
を
明
示
す
る
こ
と
が
大
き
な
目

的
で
あ
る
。

経
済
効
果
調
査
結
果
の
公
表
と
観
光

計
画
を
同
時
並
行
で
作
成
す
れ
ば
、
産

業
界
や
地
域
住
民
、
行
政
関
連
部
署
と
の

合
意
と
連
携
の
も
と
で
、
観
光
政
策
を
円

滑
に
推
進
し
や
す
い
し
、
観
光
予
算
も
確

保
し
や
す
く
な
る
。

観
光
政
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
合
意
を

形
成
す
る
た
め
に
は
、
精
度
の
高
い
統
計

を
用
い
「
な
る
ほ
ど
」
と
思
わ
せ
る
信
頼

性
の
あ
る
数
字
を
推
計
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
そ
の
共
通
理
解
の
も
と
で
、
中

長
期
的
な
観
光
振
興
の
目
標
数
値
を
設

定
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

②
観
光
施
策
立
案
へ
の
活
用

経
済
効
果
調
査
の
枠
組
み
で
行
わ
れ
る

観
光
客
調
査
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
観
光

客
数
や
消
費
額
に
関
す
る
情
報
だ
け
で
は

な
い
。
例
え
ば
、
観
光
客
の
属
性
、
交
通

機
関
、
観
光
客
流
動
、
情
報
源
、
満
足
度
、

再
訪
意
向
な
ど
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

が
含
ま
れ
得
る
。
こ
う
し
た
項
目
を
包
括

す
る
こ
と
で
、
一
元
的
な
デ
ー
タ
セ
ッ
ト

を
用
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
セ
グ
メ
ン
ト
別
の

分
析
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

同
様
に
、
事
業
者
調
査
に
つ
い
て
も
、

売
上
高
や
域
内
調
達
率
な
ど
の
情
報
以
外

に
、事
業
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
客
層
、
雇

用
、
外
国
人
客
対
応
状
況
、
経
営
環
境
の

評
価
、
観
光
施
策
へ
の
要
望
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
得
る
ツ
ー
ル
に
な
り
得
る
。

こ
う
し
た
情
報
を
活
か
し
つ
つ
、
例
え

ば
、
物
販
施
設
の
需
要
予
測
、
情
報
提
供

拠
点
の
立
地
計
画
、
イ
ベ
ン
ト
実
施
時
期
、

観
光
資
源
保
全
政
策
、
観
光
交
通
計
画
、

観
光
税
制
と
い
っ
た
諸
施
策
の
立
案
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

③
観
光
事
業
者
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ
の

活
用

観
光
客
調
査
は
、民
間
観
光
事
業
者
に

と
っ
て
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
デ
ー
タ
と

し
て
活
用
で
き
る
。
面
と
し
て
の
観
光
地

の
集
客
力
は
、
点
で
あ
る
民
間
事
業
者
の

経
営
に
一
定
の
影
響
を
与
え
る
。
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例
え
ば
、
地
域
の
観
光
客
数
の
う
ち
、

何
％
が
自
施
設
に
立
ち
寄
る
か
（
シ
ェ
ア
）

や
、
地
域
の
観
光
客
数
の
伸
び
率
と
自

施
設
の
伸
び
率
と
の
比
較
は
、
経
営
の
成

功
度
を
相
対
化
す
る
の
に
役
立
つ
。
ま
た
、

客
層
別
の
単
価
の
違
い
、
来
訪
時
期
別
の

客
層
・
旅
行
内
容
、
満
足
度
や
課
題
点
な

ど
の
情
報
も
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用

で
き
る
情
報
と
な
り
得
る
。

3
経
済
効
果
調
査
の
歴
史

以
上
の
経
済
効
果
調
査
に
つ
い
て
の
予

備
知
識
を
踏
ま
え
つ
つ
、
我
が
国
の
観
光

消
費
額
統
計
や
経
済
効
果
調
査
の
歴
史

に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

表
１
は
、戦
後
の
我
が
国
の
旅
行
市
場

や
観
光
政
策
の
流
れ
と
と
も
に
公
益
財
団

法
人
日
本
交
通
公
社（
以
下
、当
財
団
）の

観
光
統
計
・
経
済
効
果
調
査
へ
の
取
り
組

み
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
財
団
が

設
立
さ
れ
た
１
９
６
３
年
（
昭
和
38
年
）

当
時
、観
光
分
野
の
調
査
研
究
機
関
は
数

少
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
財
団
の

経
済
効
果
調
査
の
歴
史
と
、
国
・
地
域
の

経
済
効
果
把
握
へ
の
取
り
組
み
と
は
重
な

る
部
分
が
多
い
。

●
観
光
消
費
額
統
計
の
歴
史

国
に
よ
る
観
光
消
費
額
把
握
へ
の
取
り

組
み
は
、１
９
７
３
年
度（
昭
和
48
年
度
）

に
総
理
府
か
ら（
現
内
閣
府
）
当
財
団
が

受
託
し
た
「
全
国
旅
行
動
態
調
査
（
５
年

に
一
度
実
施
。
２
０
０
２
年
度
〔
平
成
14

年
度
〕
ま
で
継
続
。
世
帯
単
位
の
調
査
）」

が
最
初
で
あ
っ
た
。ま
た
、１
９
８
０
年
度

（
昭
和
55
年
度
）に
受
託
し
、２
０
０
５
年

度
（
平
成
17
年
度
）ま
で
毎
年
継
続
さ
れ

た
「
宿
泊
旅
行
量
調
査
」
は
、
観
光
白
書

の
基
礎
資
料
と
な
っ
て
い
る
（
個
人
単
位

の
調
査
）。た
だ
し
、こ
の
時
期
の
調
査
で

は
詳
細
な
費
目
別
の
消
費
額
は
質
問
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。

詳
細
な
観
光
消
費
額
の
統
計
と
し
て
は
、

当
財
団
が
国
土
交
通
省
か
ら
受
託
し
た

２
０
０
０
年
度
（
平
成
12
年
度
）
の
「
我

が
国
の
旅
行
・
観
光
産
業
の
経
済
効
果
に

関
す
る
調
査
研
究
」
を
機
に
、
承
認
統
計

（
現
一
般
統
計
）「
旅
行
・
観
光
消
費
動
向

調
査
」
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

地
域
の
観
光
消
費
額
の
統
計
と
し
て
、

標
本
数
や
精
度
に
お
い
て
優
れ
て
い
る
沖

縄
県
の
観
光
統
計
も
当
財
団
が
２
０
０
２

年
度（
平
成
14
年
度
）か
ら
受
託
し
、
調

査
設
計
・
実
施
を
行
っ
て
き
た
。
調
査
結
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東海道新幹線開業
／東京オリンピック開催
大阪万博開催
／ディスカバージャパンキャンペーン
アンノン族ブーム
第一次石油ショック

いい日旅立ちキャンペーン／成田空港開港
東北・上越新幹線
東京ディズニーランド開業
つくば万博

『Hanako』創刊
バブル経済の終焉
ハウステンボス開業

関西国際空港開港
旅の窓口がサービス開始
長野冬季オリンピック
海外旅行者数のピーク（1,782万人）
日本ツーリズム産業団体連合会（TIJ）設立

サッカーワールドカップ（日韓共催）

第一回B-1グランプリ
第一回東京マラソン
／LCCのジェットスター定期便が成田就航
山ガールが増加
オープンスカイ協定締結（米国が最初）
東日本大震災
東京スカイツリー開業
訪日外客数１千万人突破

道路整備緊急措置法施行
観光基本法施行
海外旅行自由化／日本観光協会、JNTO設立
古都保存法施行
新全総（年金保養基地、レクリエーション都市等）
旅行業法施行
環境庁発足
文化財保護法一部改正（伝建地区制度発足）
三全総（定住圏構想）

国際観光モデル地区指定
四全総策定／リゾート法施行／テンミリオン計画
90年代観光振興行動計画（TAP90'S）策定

観光交流拡大計画（TwoWayTouriSm21）
道の駅登録制度（建設省）
コンベンション法施行
外客誘致法施行
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農山漁村余暇法施行（体験民宿業者の登録）
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観光立国推進基本法／エコツーリズム推進法
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／歴史まちづくり法施行
福島復興再生特別措置法施行

消費税免税制度の改正

＜ 財団法人日本交通公社設立 ＞

小豆島における観光産業の経済効果調査（自主事業）

全国旅行動態調査（総理府より受託。H14まで継続）

観光の需要予測（日本観光協会より受託。最初の全国規模の市場予測）
観光白書の基礎資料として国民の宿泊旅行量調査を実施
　（総理府より受託。H17まで継続）
機関誌『旅行年報』を発刊（国内・訪日・海外の旅行市場を分析。継続中）
佐渡島の経済効果調査（受託事業）
沖縄県の経済効果調査（受託事業・乗数理論による）
海外旅行市場調査（「JTBレポート」）を開始（(株)JTBより受託。H12まで継続）

景気低迷下において我が国経済に観光産業が与えている影響とその対応
　に関する緊急調査」（運輸省・JATA・ANTAより受託）　

都市観光の推進がもたらす経済的影響に関する調査（東京都より受託）
JTBF旅行者動向調査を開始（自主事業。『旅行年報』へ移管）
沖縄県観光経済波及効果調査（沖縄県との共同研究）
釧路・根室地域の経済波及効果調査（釧路公立大学との共同研究）
我が国の旅行・観光産業の経済効果に関する調査研究（国交省より受託。H17迄継続）
沖縄県観光統計実態調査事業（継続中）
VJ事業の効果測定業務（国土交通省より受託。H22まで継続）
外国人観光客に係る統計情報のあり方に関する研究（国土交通省より受託）
OECDにおける観光サテライトアカウントに係る議論動向並びにOECD加盟国 
におけるTSA導入に係る実態調査に関する業務（国土交通省より受託）
JTBFオピニオンリーダー層調査（自主事業・H25まで実施）
海外旅行市場分析『Market Insight』刊行（『旅行年報』に移管）
訪日外国人消費動向調査の実施（観光庁より受託。継続中）
訪日外国人旅行者向け免税制度に関する実態調査及び効果検証（観光庁より受託）
佐野市観光の経済波及効果調査（佐野市より受託）
国別外国人旅行者行動特性調査（東京都より受託）
外国人観光客実態調査事業（沖縄県より受託。継続中）
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で網掛けした調査は（公財）日本交通公社の自主事業。スペースの都合により各項目列の年号の位置は一致しない。

225観光文化特集2.indd   12 2015/04/03   10:10



13 特集◉観光の経済波及効果を高めるには——地域の消費拠点に進化した「道の駅」に着目して
特集2 観光の経済効果調査50年の系譜とこれから

果
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
も
継
続
的
に
行
わ

れ
、県
民
や
観
光
事
業
者
と
の
情
報
共
有

が
な
さ
れ
て
い
る
好
例
と
も
な
っ
て
い
る
。

●
海
外
旅
行
・
訪
日
旅
行
の
消
費
額
統
計

国
際
旅
行
に
お
け
る
観
光
消
費
額
の

統
計
も
、
当
財
団
が
主
導
し
て
き
た
分
野

で
あ
る
。

海
外
旅
行
の
消
費
額
に
つ
い
て
は
、

１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）か
ら
２
０
０
０

年（
平
成
12
年
）に
か
け
て
株
式
会
社
ジ
ェ

イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
か
ら
受
託
し
た
『
Ｊ
Ｔ
Ｂ

レ
ポ
ー
ト
』
に
お
い
て
調
査
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
本
人
の
海
外
旅
行
消
費
額
の
デ
ー

タ
は
、「
国
際
収
支
統
計
」（
財
務
省
・
日

本
銀
行
）
や
「
産
業
連
関
表
」（
総
務
省
）

な
ど
に
も
利
用
さ
れ
る
貴
重
な
デ
ー
タ
と

な
っ
て
い
る
。

訪
日
外
国
人
の
消
費
額
に
つ
い
て
は
、

２
０
０
４
年
度
（
平
成
16
年
度
）
に
国
土

交
通
政
策
研
究
所
か
ら
受
託
し
た
「
外

国
人
観
光
客
に
係
る
統
計
情
報
の
あ
り

方
に
関
す
る
研
究
」
に
お
い
て
関
連
機
関

を
交
え
た
協
議
が
行
わ
れ
、
宿
泊
客
統

計
と
空
港
調
査
の
２
つ
の
統
計
整
備
の
必

要
性
が
提
言
さ
れ
た
。
後
者
は
２
０
１
０

年
（
平
成
22
年
）
か
ら
一
般
統
計
「
訪
日

外
国
人
消
費
動
向
調
査
」（
観
光
庁
）
と

し
て
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
、
当
財
団
が

調
査
設
計
・
実
施
を
担
当
し
て
き
た
。

平
成
20
年
代
に
入
り
、訪
日
外
国
人
市

場
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
高
ま
る
中
で
、沖
縄
県
、

東
京
都
な
ど
の
地
域
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、

消
費
額
を
含
む
外
国
人
客
調
査
の
設
計
・

実
施
を
行
う
機
会
が
増
え
て
き
て
い
る
。

●
地
域
に
お
け
る
経
済
波
及
効
果
把
握

の
取
り
組
み

１
９
６
５
年
度（
昭
和
40
年
度
）の「
小

豆
島
に
お
け
る
観
光
産
業
の
経
済
効
果
調

査
」
は
、
当
財
団
が
東
京
女
子
大
学
の
伊

藤
善
市
教
授
に
研
究
を
委
託
す
る
形
で
実

施
さ
れ
た
も
の
で
、
地
域
に
お
け
る
本
格

的
な
観
光
投
資
・
観
光
消
費
の
経
済
波
及

効
果
調
査
と
し
て
最
初
の
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
以
前
に
も
、
経
済
効
果
に
着
目
し

た
乗
数
効
果
モ
デ
ル
に
よ
る
調
査
は
存
在

し
た
が
、
本
調
査
は
、
旅
行
者
調
査
と
事

業
者
調
査
を
組
み
合
わ
せ
、
域
外
調
達
に

お
け
る
「
漏
出（leakage

）」
を
計
算
過

程
に
組
み
入
れ
た
点
で
画
期
的
な
も
の
で
、

以
前
よ
り
も
波
及
の
実
態
を
よ
り
正
確
に

捉
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
調
査
が
行
わ
れ
た
時
代
背
景
は
、

観
光
基
本
法（
１
９
６
３
年〔
昭
和
38
年
〕）

が
制
定
さ
れ
、
１
９
６
４
年（
昭
和
39
年
）

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
経
て
、
高
度
成

長
の
中
で
国
民
宿
舎
の
整
備
や
団
体
客
に

対
応
す
る
民
間
施
設
の
開
発
が
進
ん
だ
時

期
に
当
た
る
。

小
豆
島
の
調
査
報
告
書
の
第
一
章
の
第

１
節
に
こ
う
あ
る
。

“
と
こ
ろ
で
各
県
の
地
域
開
発
計
画
を

み
る
と
、
観
光
資
源
の
開
発
と
施
設
の

整
備
と
が
、
し
め
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
い

っ
せ
い
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、

自
然
観
光
資
源
の
豊
富
な
後
進
県
（
原

文
マ
マ
）
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
手
っ
と

り
ば
や
い
所
得
効
果
を
生
む
だ
け
で
な
く
、

こ
の
開
発
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

道
路
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
社
会
資
本

が
建
設
さ
れ
、
そ
れ
が
同
時
に
中
央
政
府

か
ら
の
財
政
資
金
の
導
入
を
ひ
き
起
こ
す

た
め
に
、
民
間
の
利
益
と
地
方
政
府
と
の

利
益
が
合
致
し
、
両
者
が
一
体
と
な
っ
て

Ｐ
Ｒ
に
努
力
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
香
川
県
や
小
豆
島

の
場
合
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。”

こ
の
図
式
は
、
１
９
９
０
年
代
に
入
っ

て
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
、
国
・
地
方
の

財
政
に
よ
う
や
く
翳か

げ

り
が
見
え
始
め
る
ま

で
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
観
光
統

計
や
経
済
効
果
調
査
を
、
施
策
立
案
に

活
用
す
る
と
い
う
目
的
を
後
退
さ
せ
て
い

た
要
因
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
精
度

の
高
い
経
済
波
及
効
果
を
希
求
し
た
試
み

は
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
こ
の
乗
数
効
果
方
式
に
よ

る
経
済
効
果
調
査
は
、「
佐
渡
観
光
振
興

対
策
事
業
調
査
」（
新
潟
県
よ
り
受
託
・

１
９
８
５
年
度
〔
昭
和
60
年
度
〕）、「
観

光
収
入
の
経
済
効
果
調
査
」（
沖
縄
県
よ

り
受
託
・
１
９
８
８
年
度〔
昭
和
63
年
度
〕）

で
も
行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
島
し
ょ
地

域
で
の
調
査
で
あ
る
の
は
、
観
光
統
計
が

未
整
備
な
中
で
、
飛
行
機
や
船
の
乗
客
数

と
い
う
比
較
的
精
度
の
高
い
統
計
が
入
手

表1

昭和30年代
◦職場旅行、修旅中心
◦国民の余暇活動の増進
昭和40年代
◦個人旅行の萌芽
◦高速交通体系に着手

昭和50年代
◦個人旅行の増加
◦パッケージ化
◦マイカー旅行の増加
昭和60年代～平成7年
◦個人旅行の多様化
◦観光施設の大型化
◦整備新幹線・地方空港
◦海外旅行推進

平成8年～平成17年
◦旅行商品の低価格化
◦フリープランの増加
◦インターネットの普及
◦ネット旅行会社の伸長

平成18年～
◦インバウンドの増加
◦LCCの登場
◦ICT技術の進化・普及

旅行市場の方向性
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可
能
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
理

由
で
あ
っ
た
ろ
う
。

さ
て
、
当
財
団
が
手
掛
け
た
調
査
ば
か

り
を
挙
げ
て
は
公
平
を
欠
く
こ
と
と
な
る
。

小
豆
島
以
降
の
乗
数
効
果
モ
デ
ル
の
経
済

効
果
調
査
と
し
て
は
、「
高
山
市
に
お
け

る
観
光
の
影
響
」（
高
山
市
・
１
９
８
０

年
度
〔
昭
和
����
年
度
〕）、「
京
都
観
光
基

本
調
査（
第
２
次
）」（（
社
）京
都
市
観
光

協
会
・
１
９
８
４
年
度
〔
昭
和
����
年
度
〕）

な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
高
山
、
京
都
、

沖
縄
と
い
っ
た
地
域
は
、
現
在
も
観
光
経

済
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
続
け
て

い
る
が
、
古
く
か
ら
観
光
の
経
済
効
果
に

高
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

�Ô�ˆ�À�È��
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地
域
に
お
け
る
産
業
連
関
表
を
使
っ
た

観
光
の
経
済
効
果
把
握
の
試
み
は
、「
神
戸

観
光
白
書
」（
神
戸
市
経
済
局
・
１
９
８
４

年
度
〔
昭
和
����
年
度
〕）
が
早
い
。
ま
た
、

「
北
海
道
観
光
産
業
経
済
効
果
調
査
」（
北

海
道
・
１
９
８
９
年
度
〔
平
成
元
年
度
〕）

で
は
、道
民
調
査
と
道
外
客
調
査
を
組
み

合
わ
せ
て
推
計
し
た
旅
行
消
費
額
を
基
に

経
済
効
果
の
推
計
が
行
わ
れ
て
い
る
。

沖
縄
県
で
は
、
前
記
「
観
光
収
入
の

経
済
効
果
調
査
」（
１
９
８
８
年
度〔
昭
和

����
年
度
〕）の
中
で
産
業
分
類
の
粗
い
連

関
表
を
用
い
た
試
算
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、

詳
細
な
推
計
は
「
沖
縄
県
観
光
経
済
波

及
効
果
調
査
」（
２
０
０
０
年
度〔
平
成
����

年
度
〕）
で
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
は
、

米
同
時
多
発
テ
ロ
に
よ
る
沖
縄
へ
の
負
の

経
済
効
果
の
試
算
に
も
用
い
ら
れ
、
沖
縄

に
お
け
る
観
光
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ

る
も
の
と
な
っ
た
。
観
光
統
計
の
予
算
も

増
額
さ
れ
、
当
財
団
が
受
託
を
開
始
し
た

の
は
２
０
０
２
年
度（
平
成
����
年
度
）か

ら
で
あ
る
。

釧
路
公
立
大
学
と
の
共
同
研
究
と
し
て

実
施
さ
れ
た
「
釧
路
・
根
室
地
域
の
経
済

波
及
効
果
調
査
」
は
、
広
域
圏
の
産
業
連

関
表
を
用
い
て
分
析
が
行
わ
れ
た
点
で
特

筆
さ
れ
る
。
一
般
に
、
産
業
連
関
表
は
国・

都
道
府
県
と
政
令
市
の
一
部
し
か
保
有
し

て
い
な
い
が
、
北
海
道
は
開
発
行
政
を
進

め
る
観
点
か
ら
市
町
村
や
広
域
圏
単
位

で
の
産
業
連
関
表
の
作
成
が
先
進
的
に
行

わ
れ
て
い
た
。
こ
の
調
査
で
も
、
地
域
産

業
連
関
表
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
か
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
調
査
で
観
光
の
重
要
性

が
可
視
化
さ
れ
た
こ
と
と
、
研
究
代
表
で

あ
る
小
磯
修
二
教
授
に
よ
る
啓
発
活
動
と

が
相
ま
っ
て
、
農
漁
業
者
な
ど
の
関
連
産

業
か
ら
行
政
内
部
に
至
る
ま
で
、
観
光
振

興
へ
の
理
解
や
主
体
的
な
関
与
度
が
高
ま

る
結
果
と
な
っ
た
。
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我
が
国
の
観
光
消
費
の
経
済
効
果
を
最

初
に
推
計
し
た
調
査
は
「
景
気
低
迷
下
に

お
い
て
我
が
国
経
済
に
観
光
産
業
が
与
え

て
い
る
影
響
と
そ
の
対
応
に
関
す
る
緊
急

調
査
」（
運
輸
省
・
日
本
旅
行
業
協
会︹
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
︺・
全
国
旅
行
業
協
会︹
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
︺

よ
り
受
託
・
１
９
９
３
年
度
〔
平
成
５
年

度
〕）
で
あ
る
。

本
調
査
は
、全
国
を
対
象
と
し
た
詳
細

費
目
の
旅
行
消
費
額
調
査
を
実
施
し
、
対

応
す
る
業
種
へ
の
最
終
需
要
と
し
て
配
分

し
、
産
業
連
関
表
を
用
い
て
波
及
効
果
を

計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
推
計
結
果
の
旅

行
総
消
費
額
����
・
０
兆
円
、
生
産
波
及
効

果
����
・
３
兆
円
、
雇
用
効
果
４
１
０
万
人

と
い
う
数
値
は
、
２
０
０
０
年
度
（
平
成

����
年
度
）
に
実
施
さ
れ
た
「
我
が
国
の
旅

行
・
観
光
産
業
の
経
済
効
果
に
関
す
る
調

査
研
究
」（
国
土
交
通
省
か
ら
受
託
）
の

推
計
値
で
上
書
き
さ
れ
る
ま
で
、
観
光
産

業
の
重
要
性
を
示
す
指
標
と
し
て
使
わ
れ

続
け
た
。

こ
の
「
我
が
国
の
旅
行
・
観
光
産
業

の
経
済
効
果
に
関
す
る
調
査
研
究
」
は
、

１
９
９
３
年
度
（
平
成
５
年
度
）
の
運
輸

省
調
査
の
続
編
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
つ

つ
、当
時
観
光
経
済
統
計
の
国
際
基
準
と

し
て
世
界
観
光
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
現
Ｕ
Ｎ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
）を
中
心
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成

さ
れ
た
ば
か
り
の
Ｔ
Ｓ
Ａ
へ
の
準
拠
も
指

向
し
た
も
の
と
な
っ
た（
委
員
長
に
は
一

橋
大
学
の
杉
山
武
彦
教
授
を
招
請
し
た
）。

筆
者
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
の
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ

の
会
議
な
ど
で
情
報
収
集
を
行
っ
た
が
、

我
が
国
の
観
光
統
計
に
お
い
て
国
際
基
準

と
の
整
合
性
や
海
外
の
観
光
統
計
制
度
の

情
報
収
集
が
重
視
さ
れ
た
の
は
こ
の
時
期

か
ら
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
Ｔ
Ｓ
Ａ
は
そ

の
後
普
及
が
進
み
、
世
界
で
����
か
ら
����
の

地
域
で
編
集
が
行
わ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る

（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。

こ
の
調
査
報
告
書
で
は
、
Ｔ
Ｓ
Ａ
の
主

要
指
標
で
あ
る
観
光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
試
算
し
、

国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
シ
ェ
ア
が
諸
外
国

と
比
べ
て
低
い
こ
と
を
示
し
た
。
そ
の
上

で
、
大
き
な
要
因
と
し
て
、
観
光
消
費
額
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